
館蔵 「天 文 学 関係 西 籍 二 点」

天動説と地動説

短期大学部教授(中央図書館稀襯書室兼任)河 合 忠 信

このたび本学で天文学会が開催されるに際 し、

学会の要請により本学中央図書館では館蔵の西

欧古版天文学関係書の展観を行 うことになった。

展観書 目録は別掲のとお りだが、ここでそれら

の中より二点 を選び若干の解題を試みた。

1.レ ギ オモ ソス ター ヌ ス(ヨ ハ ソ ・ミュ ラー)

「ア ル マ ゲ ス ト注 釈 」

ヴ ェニス,1496.Regiomontanus,1."Epitoma

inAlmagestumPtolemaei"Venetiis,1496.

ア レ クサ ソ ド リア の ム セ イ オ ソ付 属 天 文 台 の

研 究 員 で あ っ た とい わ れ る 著 名 な 天 文 学 者 、 地

理 学 者 プ トレマ イ オ ス ・ク ラ ウ デオ ス は ヒ ッパ

ル コス を 中 心 とす る 当時 の ギ リシ ア天 文 学 を 、

一 貫 した 天 動 説 体 系 の も と に ま とめ 、 そ の理 論

を集 成 した 書 「メ ガ ー リ ・シ ン タ ク シ ス 」(大

集 成)を 著 した 。 この 書 は後 ア ラ ビア語 に訳 さ

れ 「ア ル マ ゲ ス ト」 の 名 で 知 られ 、 長 く後 世 に

大 き な影 響 を 与 え た 天 文 学 書 で あ る。15世 紀 に

な り、教 会 暦 改 訂 問 題 が 生 じ、 そ の 問 題 解 決 の

た め この 古 典 天 文 書 の 注 解 、 ま た精 密 な 天 体 観

測 に よ る 「ア ル マ ゲ ス ト」 の 改訂 が 当時 の天 文

学 者 達 に よ っ て 行 わ れ 、 ウ ィ ー ン の天 文 学 者 プ

ー ル バ ッハ(1423-61)は 「ア ル マ ゲ ス ト」 の ド

イ ツ語 注 解 書 を 書 き 、 プ トレマ イ オ スの 弦 の 表

を改 訂 した が 、 本 書 の 著 者 レギ オ モ ソタ ヌ ス(1

436-76)は そ の 弟 子 で 、 師 の 没 後 ロ ー マ に 留 学 、

帰 国後1471年 に ニ ュ ー ル ソベ ル グに 天文 台 を 設

け て 天 体 観 測 を 行 い 「ア ル マ ゲ ス ト」 の 天 文 常

数 の 改 訂 に努 力 した 。 時 あ た か も15世 紀 の半 ば 、

グ ー テ ンベ ル グに よ って 活 字 印刷 術 が 発 明 され 、

彼 は い ち 早 く この 印 刷 技術 を利 用 して 天 文 書 の

出 版 、 天 文 学 知 識 の 普 及 に 力 を つ く した 。

本書 もそ の 一 冊 で 、1496年 ヴ ェ ニ ス で 刊 行 され

た伝 存 稀 な イ ソ キ ュ ナ ブ ラ(15世 紀 刊 本)の 一

点 で あ る。 な お 、 コ ロ ソ ブ ス が 航 海 に 用 い た 暦

表 も本 書 の 著 者 に よ る も の で あ った 。

2.コ ペル ニ クス 「天 体軌 道 運 行 に つ いて 」

ニ ユ ル ソベ ル グ1543 .

Copernicus,Nicolaus."DeRevolvtionibus

OrbiumCoelestium,LibriVI"

Norimbergae,1543.

聖 職 者 、 医 者 と して 生 前 活 動 して い た 本 書 の

著 者 コペ ル ニ ク スに 大 天 文学 者 、地 動 説 の 提 唱

者 と して の 名 声 を もた ら した の は 本 書 で あ ろ う。

前 後 九 年 にわ た る イ タ リア 留 学 中 に 著 者 は こ の

地 動 説 の 芽 を 育 ん だ と い わ れ て い る 。 皮 肉 な こ

と に この 書 の 見 本 刷 が ニ ュル ソ ベ ル グの 印 刷 所

か ら彼 の 許 に 届 い た 時 、1543年5月24日 、著 者

は 臨 終 の 床 に あ った 。

本 書 は 、標 題 に 「トル ニ 生 まれ の ニ コ ラ イ ・

コペ ル ニ クス 著,天 球 の 回 転 に つ い て,六 巻 」

と あ り、 全203葉 、 うち196葉 が 本 文 、 巻 末 の

1葉 が正 誤 表 、 あ との6葉 は 標 題 、無 署 名 序 文 、

シ ェ ー ソ ベ ル グの コペ ル ニ ク ス宛 書 簡 、教 皇 パ

ウル 三 世 宛 の 献 辞 、 目次 に 宛 て られ て い る。
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